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３ 論文の構成    



























































中部に P2 と呼ばれる陽性の電位変化が生じる．しかしながら，他者視線に対する N170 や P2 が
社交不安傾向によってどのように変調するかについては十分な調査はなされていない．そこで，
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５ 論文の特質 
本論文は，社交不安傾向者がコミュニケーションに不安を想起し過度の恐怖を抱くメカニズム
を明らかにするために，他者視線認知処理に社交不安傾向が与える影響について脳・自律神経系
活動計測を用いて検討したものである．本論文の特質は，脳活動および自律神経系活動データに
対して統計解析や電流源推定解析などの信号処理技術を適用することによって，不安や恐怖とい
う精神活動を定量的に評価している点にある．これによって臨床研究における知見を補完すると
ともに，社交不安症の診断基準となるバイオマーカーとして他者視線に対する自律神経系・脳活
動指標を開発できる可能性についても論じられており，今後の発展性が大いに期待できる．  
 
６ 論文の評価 
 本論文における一連の研究は，社交不安傾向者がコミュニケーションに不安を想起し過度の恐
怖を抱くメカニズムを明らかにするために，不安や恐怖という精神活動に対して，脳活動および
自律神経系活動などの生体データを計測し，さらに工学的な解析手法を用いて定量的に評価を行
っている点において高い独創性がみられる． 
 具体的には，他者視線によって生じる一過性の徐脈の振幅が社交不安の影響を受け増大するこ
と，他者視線に対して惹起する ERP 成分（P2）が社交不安の影響を受けて変調すること，他者直
視観察時に高社交不安傾向者の島皮質の活動が増加すること，あいまいな視線表情の認知におい
て高社交不安傾向者はネガティブな印象を受けやすいことを明らかにしている．従来の研究にお
いて社交不安症者が他者視線に対して特異な認知処理を行なっている可能性が示唆されていたが，
主に主観的報告などの定性的な評価によるものであった．本論文では，他者視線に対する自律神
経系の活動や脳活動を測定し，社交不安傾向者が他者視線に対して特異な認知処理を行っている
ことを，上述の指標を用いて定量的に示している点で大きく評価できる．本論文中の実験は，社
交不安症の臨床診断を受けていない健常者（社交不安傾向者）に対して行われたものであるが，
今後医療機関等と連携しながら客観的指標として精緻化していくことによって，社交不安症の早
期診断や治療に役立てられる可能性が大いに期待できる． 
 社交不安症については、統合失調症などの他の精神疾患に比べると研究の数が少なく、本論文
の成果は認知神経科学分野だけでなく、臨床方面からも大きな評価と期待を受けている。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり，
本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので，博
士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する． 
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